
中間 最終 中間 最終 総合

①基本的な学習規律の定着
学びの基礎
づくり部会

河﨑

   毎月、学習目標を掲示し、月末に点検を行った。担任からの声掛けもあり、意識し
て授業に取り組む児童が多かった。しかし、クラスによってばらつきもあったため、ど
のクラスでも意識して取り組めるように共通理解していきたい。取り組み結果を掲示
し、可視化することで児童の意欲につながり、９０％以上の児童が意識することがで
きた。
　２学期以降も児童の実態に合う学習目標を決め、学習規律の徹底を図りたい。

学年に応じた学習
規律が身に付いて
いる

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員③１００％
・児童④９７％
・保護者④７８％

・職員  ③１００％
・児童  ④９７％
・保護者④８０％

A A A

　児童の実態に合わせ、足りない部分を学習目標として設定したこと
で、児童が集中して学習に臨める環境を整えていくことができた。ま
た、結果を可視化することで、児童もより良い結果を出せるようにと目
標を意識することができた。次年度もまた児童の実態に合わせた学習目
標を設定し、学習規律の定着を目指していきたい。

②学習準備の定着
（名札着用と筆記用具、道具
袋に入れる物がそろってい
る）

学びの基礎
づくり部会

河﨑

　毎月、学習用具の点検を行い、持ち物の過不足がある児童には担任から個別に
声かけを行ったため、筆箱の中身が揃うようになってきている。また、学期初めに持
ち物表を配布し、道具を揃えてから新学期を迎えられるように取り組んだ。しかし、
シンプルな物やのりやペンなどの消耗品がなかなか揃わないところもあったため、
引き続き持ち物の約束を確認した上で、持ち物表を配布したり児童への声掛けをし
ていきたい。

名札着用と筆記用
具、道具袋に入れ
る物の準備がされ、
その指導をしている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員①１００％
・児童②９３％
・保護者②８４％

・職員  ①１００％
・児童  ②９５％
・保護者②８４％ A A A

　毎月の学習用具の点検で持ち物を確認し、過不足なく筆箱の中身が
揃っている児童が増えている。名札はほとんどの児童が着用できてい
る。次年度も、児童が自分たちの持ち物を意識し、整理できるようにし
ていきたい。持ち物表を配布するとともに学習用具はシンプルなものを
使用するという約束を共通理解していきたい。また、名前のない落し物
が多くあるため、記名の徹底をしていきたい。

◎

③表現する力の育成
（話すこと）

学びの基礎
づくり部会

松本

　友達の話を「あたたかな聴き方」で聴いて、自分の考えがどう変わったかを、変身
Ｖを意識して使い、話すことができるようになってきた。授業の振り返りでも、変身Ｖ
で考えることで、今まで自分自身の学びの成果を感じていなかった児童も、「わかっ
た！できた！なるほど」を感じることができるしかけとなった。今後、さらに話を聴くこ
とで、自分の考えが深まったり広がったりしたことを、発表したり書いたりできるよう
な児童を目指していく。

自分の考えを伝
え、つなげて話すこ
とができる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員④１００％
・児童⑤８０％
・保護者⑤７７％

・職員  ④１００％
・児童  ⑤８１％
・保護者⑤７９％ A A A

　「あたたかな聴き方」「やさしい話し方」「学びの約束５か条」広ま
り深まりにアプローチできる反応「変身V」を職員で共通理解して取り組
むことができた。授業での話し方や聴き方など学習基盤が整えられた。
今後、自分の考えを表出するために、書くことと話すことが確実にでき
る手立てをしていく。そして、自分の考えと比べながら友達の考えを聴
き、さらに付け足したり、書き直したりしたことを、説明することがで
きる児童を目指す。学びが広がったり深まったりしたことを児童に価値
づけし、自信を持たせ自己肯定感を上げていく。

◎

④家庭学習の充実と習慣化
　（低学年20分､中学年40
分、高学年60分の定着）

学びの基礎
づくり部会

谷口

　自学ノートが1冊終了した際に，かしこ山遊園地に自分の分身を張る取り組みを継
続して行っている。今年度は，かしこ山遊園地をより豪華にし，児童の意欲が高まる
ようにしている。また，児童が予習を行うことができるよう，予習の手引きを低学年
用と高学年用に分けて作成した。今後も，児童が意欲的に復習や予習に取り組む
ことができるような取り組みをしていく。

毎日、決められた
時間の家庭学習を
行っている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員⑤９３％
・児童⑦８７％
・保護者⑦７７％

・職員  ⑤１００％
・児童  ⑦８４％
・保護者⑦７９％

B B B

　かしこ山遊園地を改良したことによって、低学年・中学年の自主学習
への取り組みがさらに増加した。また、予習の取り組みについて手引き
を作成し、全校で共有することができた。自習学習ノートの取組に関す
る課題は、量だけでなく、質を向上させることである。次年度は、家庭
の協力を得るとともに，よりよい自学ノートの姿を学校全体で共有した
り，予習への取組を呼びかけることで，学習習慣の定着だけでなく，学
力向上につながるようにしていきたい。。

◎

⑤読書量目標値の到達促進
の取り組み
（児童委員会活動、教職員や
司書による本の紹介、読書
カード等）

学びの基礎
づくり部会

谷口

　帯タイムを活用し，本を借りに行く取り組みを継続して行っている。図書館司書員
や各学級担任と連携することで，児童は毎月１冊以上本を借りることができた。今後
は児童がより読書に興味を持てるよう，図書委員会による読書イベントを開催した
り，図書ボランティアの方たちと連携したりしていきたい。また，児童が学年に応じた
本にも積極的に触れ合うことができるよう企画を工夫していきたい。

読書量の目標値を
設定し、到達のた
めの手立てが工夫
されている

目標値  1～3年生　月１０冊以上
   　 　　 4～6年生　月　５冊以上
Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑥９３％
・児童⑧８０％

・職員  ⑥９２％
・児童  ⑧７７％ B B B

　月に１回は、帯タイムに本を借りに行く取り組みを継続して行うこと
で，未読者はいなくなった。また、読書山のぼりや図書ビンゴなど等で
は，児童の実態に応じて目標を変えることで，児童が少しでも読書に取
り組もうと思えるようなイベントとすることができた。読書量を増やす
ための取組として，今後は図書委員会を利用して本を紹介したり，学年
に応じた本を紹介したりしていく。また，家庭学習の一環として読書取
り入れるよう各担任にも呼び掛けていきたい。

⑥補充学習の計画的な実施
（朝読書、ぐんぐんタイム、個
別学習の計画的な実施）

学びの基礎
づくり部会

松本

　学力調査の結果を生かし、本校児童が苦手とする分野の授業改善を行っていく。
どの子にもわかる授業のしかけを考え、達成率の底上げを図る。全校テストの校内
格差をなくし、基礎基本の問題は全員が合格できるように補充学習を行う。

補充学習の計画的
な実施をしている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑦１００％ ・職員  ⑦９２％
A A A

　朝読書は全校を挙げて、静かに読書を行った。朝、心を落ち着けて学
ぶ準備をすることに効果があった。３年生を対象とした九九の補習は、
個別に指導することで確実に覚えることができた。５年生対象のスキル
アップでは、取り残しのないように計画的に復習をすることで、弱点の
克服に役立ち、学力調査でもよい結果を残すことができた。基礎基本問
題の全校テストでは、すべての児童が合格できるように合格への道を計
画的に行うことが必要である。

◎

⑦学力向上プランを意識した
授業づくり 学びの基礎

づくり部会
松本

　職員、児童ともに取り組みの意識は向上している。今後、発表する、ノートに書くな
ど目に見える児童の姿を検証する。目指す児童の姿を、低学年・中学年・高学年に
おいて発達段階に応じて設定する。そうすることで、目標がより具体的な姿となっ
た。

学力向上プランの
具体的取組を行っ
ているかの意識ア
ンケートや検証、評
価を積極的に行っ
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑧１００％ ・職員  ⑧１００％
A A A

　「聴いて、考えて、つなげる授業」の具体的な取組を職員で共通理解
をして、学校全体で取り組んだ。今後、「あたたかな聴き方」の５条
「自分の考えと比べて反応する」に「変身V」を使うことを勧め、さらに
授業のねらいにアプローチできるペアやグループでの話し合いになるよ
うにしていく。

⑧３つの視点で行う授業改
善

学びの基礎
づくり部会

松本

　本校の授業スタイルを全職員が共通理解して共通実践することができている。今
年度、友達の考えに繋げて話すことができるように、変身Ｖを提案した。全職員が授
業に取り入れている。

学びボード、ア
タックポイント、
深めの発問の３つ
の視点で授業改善
をしている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑨１００％ ・職員  ⑨１００％
A A A

　３つの視点を意識した授業を行うことができるように取り組んだ。特
に、アタックポイントでは、授業のねらいにアプローチできる「図、
式、言葉、話し合い」となるように設定する。「まナビボード」は、児
童が自分の考えをもつことができるようにする。また、児童の考えを深
め広めることができるようにする。深めの発問は、まとめを一般化でき
るような発問を吟味する。

◎

⑨各種学力調査の結果を生
かした学力向上改善の取り
組み
（4月:国、県学力調査
12月：県、市学力調査）

教　務

井上

　今年度の全国・県の学力テストも、県平均を上回り、学力向上の取組が成果を上
げているといえる。しかし、どの教科も「説明する」問題に課題が見られる。毎日の
授業で条件を整理してまとめ、分かりやすく説明する力をつけていくことが必要であ
る。単元末に学力テストの類似問題に取り組ませるよう、年間計画に明記したり、学
期末に再度取り組ませる問題を学力テストから１問選び、８０％以上の正答率を上
げられるように取り組んでいく。

各種学力調査の結
果を生かした学力
向上の取り組みを
積極的にしている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑩８４％ ・職員  ⑩１００％
B A A

　市学力調査の結果は、年度当初の学校目標には届かなかったが、評価
問題と共にどの学年も市・県・全国と比較しても平均を大きく上回る結
果であった。学年間での大きな差はなく、同一集団の経年比較の結果か
らも、学年が上がるにつれて力がついてきていることがうかがえる。学
校全体での学力向上の取組や日々の授業改善の成果があったととらえて
いる。学期末に学力調査問題を検証問題として取組のふりかえりをし、
課題だけでなく成果も共有しながら次年度に向けて学校全体の学力向上
に取り組んでいく。

２．
豊かな心
と
社会性の
育成

①あいさつなど基本的行動
様式の育成

心・体力
つくり部会

坂井

　日頃の学級指導や、道徳・学活などに加え、児童会活動を通じて、あいさつするこ
との大切さを実感し、主体的にあいさつできるように意識を高めていく。年間を通じ
て、委員会や学級・ペア学年・小高連携など、様々な関わりの中で、あいさつ運動を
継続し、日常でも抵抗なくあいさつできるように仕向ける。
また、外部からの来校者や校外活動などの機会をとらえ、地域で出会った人にも自
分たちから、気持ちのよいあいさつを積極的にできるように事前指導する。

語先後礼のあいさ
つがきちんとできて
いる

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員⑪１００％
・児童⑨９１％
・保護者⑧７４％

・職員  ⑪１００％
・児童  ⑨９２％
・保護者⑧８０％

B Ａ Ａ

　あいさつに対する割合が保護者６％、児童１％上がった。わずかでは
あるが上がったのは、中期の結果をもとに学級懇談会で話題にあげた
り、児童へ声掛けを継続してきた結果と言える。学校内では、「自分か
ら」「立ち止まって」「笑顔で」「語先後礼」を目標に、年間を通じて
あいさつ運動を行ってきた。日頃も、来校者や校外活動の機会をとら
え、あいさつすることを意識させてきたので、だんだん自分からあいさ
つできる児童が増えてきた。今後も家庭・地域と連携し、互いが気持ち
のよいあいさつをできるようにしていきたい。

②いじめや問題行動対応の
体制

生徒指導
坂井

　なかよしアンケートや保護者アンケート、面談、いじめ対策委員会による現状把握
と、教職員間による日頃の見取りと共通理解を継続する。児童集団の育成ととも
に、いじめの疑いも見逃さないように、職員間での情報交換を密に行い、いじめを見
逃さない学校づくりをめざしていく。また、保護者からの相談や気にかかっているこ
とについて、早期に確認し対応にあたる。

早期発見、解決へ
の組織的対応をし
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑫１００％
　　　⑲１００％
・児童⑩９６％
　　　⑭９６％
・保護者⑨９９％

・職員  ⑫１００％
　　　  ⑲１００％
・児童  ⑩９７％
　　　  ⑭９８％
・保護者⑨９７％

A Ａ Ａ

　児童を対象としたいじめアンケートを毎月行った。結果として、前期
は「嫌なことを言われる・される」という友だち関係の意見が多かった
が、後期になり、不満・不安等の意見が減少の傾向であった。毎月のア
ンケートや日頃の様子をもとに、対策委員会を開き、気になる児童につ
いてどうすればよいか対応策について話し合った。対策委員会で話し
合ったことは、全職員で共通理解を図り、場合によっては保護者に連絡
するなどの対応をとってきた。今後も、児童からの小さなサインに耳を
傾け、気になる児童の様子については、その日のうちに職員で共通理解
し、対応にあたっていきたい。

③主体的に取り組む特別活
動

心・体力
つくり部会

小山

　これまで３回の縦割り班活動では、試行錯誤しながらも、６年生が最高学年として
他学年を引っ張っていこうとする姿が見られた。それが、縦割り班活動だけではな
く、様々な行事や清掃などに繋がってきている。今後も引き続き高学年を中心として
責任感と自覚をもたせていくように、さらに教師の出る場面を減らして主体性を高め
ていく。

主体的によりよい学
校生活を築こうとし
ている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員⑬１００％
・児童⑪９６％

・職員  ⑬１００％
・児童  ⑪９７％ A A A

　年６回の「たて割り班なかよし会」を実施した。当初の計画では、昨
年度より１回増やして７回の予定ではあったが、１２月のインフルエン
ザの流行により中止となった。
　６年生が下級生をリードし、優しく教えてあげる姿がとてもよかっ
た。その６年生の姿を模範として、５年生も最後の縦割り活動を実行す
ることができた。毎日のたて割清掃でも、６年生が中心となり、昨年度
から始まった無言清掃を１年を通してすることができた。

◎

④道徳科の指導の充実
道徳推進

鞠山

　重点項目について児童に意識化させるため、昨年に引き続き、行事作文にめあて
と振り返りを書くようにする。
　昨年度の自己点検シートを学年ごとにまとめ、今年度の授業の参考にできるよう
にするとともに、自己点検シートの活用を継続していく。

自己点検シートを
活用した道徳授業
を行っている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑮１００％ ・職員⑮１００％
A A A

　事前にめあてを書かせ、行事に取り組んだことで、教師だけでなく、
児童も、重点項目に対して意識し、行動することができた。
　昨年度の自己点検シートや授業記録を参考し、今年度の授業を展開し
ていくことができた。また、今年度の実践記録をまとめ、来年度の授業
のむけ実践記録を継続していく。

主担当 年度後半の方針・方策
評　価　の

観　点
実現状況の

達成度判断基準

達成度(Ａ＋Ｂ)％ 自己評価
学年末・次年度に向けての方針・方策

　　令和元年度　　　　　　　　　　　学　校　評　価　計　画　書　　　　　　　　　　　　　　河井小学校

１．
授業改善
と
学力向上

重点目標
重
点 具　体　的　取　組



◎

⑤全体計画別葉と関連づけ
た道徳授業の工夫 道徳推進

鞠山

　行事の写真を掲示し、学校生活と価値項目との関連を児童が気づけるようにす
る。
　年４回ある授業参観のうち、１回は全校一斉で道徳の授業を公開する。そこでGT
として、地域人材を活用し、より充実した道徳教育を目指す。

「いしかわ版道徳教
材」や保護者や地
域人材を活用した
道徳授業の工夫を
している

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑯７２％ ・職員⑯１００％
C A B

　道徳教育の全体計画別葉に「関連資料・ゲストティーチャー」の欄
に、「いしかわ版道徳教材」の活用やゲストティーチャーの招聘を位置
づけ、地域のよさかや人材から、豊かな心の育成を図っていく。

◎ ⑥個別の指導計画や教育支
援計画の作成と有効活用

特別支援
コーディ
ネーター

山原

　校内特別支援委員会で情報交換し、共通理解したことで、複数の目で児童の変化
を迅速にとらえ対応することができた。また、児童へのプラスの言葉かけも増え、児
童の自己肯定感も高まった。専門機関と連携したことで保護者も含め、多面的に支
援方法を考え、同じ方向性を持って支援にあたることができた。今後も、情報交換を
密にするとともに、支援計画が有効活用できるよう、来年度に向けての引き継ぎを
行うとともに、中学校、幼稚園、保育園との引き継ぎも行い、支援が継続して行われ
るように取り組んでいく。

個別の指導計画や
教育支援計画を作
成し、有効活用し
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満） ・職員⑰９２％ ・職員⑰１００％

A

　個別の指導計画・支援計画を作成するだけでなく、学期ごとに更新し
支援の見直しを図ることで有効活用することができている。校内特別支
援委員会や終礼などで定期的・臨時的に児童の様子や支援方法について
確認・共通理解したことで学校全体で同じ方向性を持って支援すること
ができている。適切な支援で児童の自己肯定感の低下を防ぐこともでき
た。来年度も効果的な支援を引継ぎ、継続できるよう、切れ目ない支援
めざして取り組んでいく。

①基本的生活習慣の定着
（早寝・早起・朝食の定着） 保健主事

脊戸

　5月の生活カレンダーでは、目標時間（低学年21：30、高学年22：00）が守られた児
童は、低学年が70％（昨年75％）、高学年が65％（昨年67％）とどちらも下がってい
る。担任と連携して、早寝早起きの生活リズムを整える必要性を、指導していく。

早寝､早起､朝食の
習慣が身に付いて
いる

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

・職員⑳１００％
・児童⑮７２％
・保護者⑩７０％

・職員  ⑳１００％
・児童  ⑮６７％
・保護者⑩６３％

C D D

　生活リズムについての学級指導を長期休暇の前に行ったが、中間集計
より結果はよくなかった。長期休暇後は生活リズムが崩れやすいので、
長期休暇に入る前や、生活リズム調査の実施時期などの機会をとらえ
て、児童のみでなく、保護者への啓発活動を行うことで、早寝早起き朝
食の習慣の改善を図りたい。

◎

②体力･運動能力調査の実
施・分析・取組

心・体力
つくり部会

重政

　新体力テストの結果から、６年生は男女ともすべての運動項目で県平均を上回っ
たが、４、５年生においては、長座体前屈、握力、５０ｍ走等で県平均を下回った。
総合評価においてもAB群は６１.２％、C群が２５．９％となっている。今後は、県平均
を下回った項目の記録向上に向けて、体育担当者で連携を取りながら、体育の授
業を中心に運動の機会を設定し、取り組んでいく。

体力・運動能力調
査による課題の取り
組みを行っている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉑１００％ ・職員  ㉑８４％
A B A

　本年度の新体力テストの結果から、課題となった項目を体育担当者等
で共通理解し、授業改善をしたり、掲示物を新しくしたりする等学びの
環境を整えることができた。２学期末に４、５年生で行った長座体前屈
の追跡調査では、平均で約４．１㎝記録を伸ばすことができた。
　来年度は、引き続き長座体前屈や握力、５０ｍ走が本校の課題であ
る。それぞれの力を高める運動を今年度中から体育の授業で取り入れて
いくようにする。また、スポチャレ等の取組を通して、児童の基礎体力
向上を図り、その学年に応じた体力が身に付くようにしていきたい。

③いじめのない温かい人間
関係づくり 心・体力

つくり部会
坂井

　日頃の授業や活動で見つけた児童のよさを具体的に伝え、児童の自己肯定感を
高めていく。また、児童会の取組「かがやく河井っ子」を継続し、学級内外の児童が
見つけたよいところを互いに伝え合い、温かな関係づくりをめざす。

いじめ調査、ＱＵア
ンケートや個人面
談の実施している

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員⑱１００％
・児童⑬９５％

・職員  ⑱１００％
・児童  ⑬９９％ A Ａ Ａ

　年２回、QUアンケートを実施し分析をした。それをもとに児童理解会
議を開き、全職員で気になる児童について共通理解を図り、みんなで全
児童を見守る体制ができたことがよかった。学級では、児童のよさを伝
える場を設けたり、適時、伝えたリすることで、２回目のQUアンケート
では承認得点が上がってきた。児童会の取組でも「かがやく河井っ子」
の取組で互いのよさを見つけたり、伝え合ったりすることで温かい雰囲
気が生まれている。
　職員間の共通理解と児童間の認め合いの活動を継続していきたい。

◎

④通信機器利用の指導と実
施

心・体力
つくり部会

坂井

　通信機器の所持率が高まっている現在、「持っているなら、正しく使う」また「どう管
理するか」を指導する必要がある。そこで、今年度は、1学期に全校児童と保護者を
対象に、非行被害防止講座「ネット・ゲームに潜む危険」を開催した。その他、学校
だよりに通信機器利用に関する注意喚起を行っている。
今後は、学年に応じた内容で学級指導を行ったり、学級懇談会で問題提起し、共通
した約束事などを話し合ったりすることも必要である。

ネット端末５つの指
導と約束が守られ
ている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる ・職員㉒１００％

・児童⑯８６％
・保護⑪７０％

・職員  ㉒１００％
・児童  ⑯８５％
・保護者⑪６７％

Ｂ Ｂ Ｂ

　６月には、奥能登教育事務所の指導主事を招聘し、親子教育講演会を
開催した。通信機器利用による弊害について学び、親子で考える良い機
会となった。「インターネットを通じて行われるいじめへの対応」に関
しては、「ネット依存」「ＳＮＳでのトラブル」について、親子講演会
で児童・保護者に直接伝える機会をもつことができた。また、ホーム
ページに「学校いじめ防止基本方針」ならびに「ネット端末５つの約束
を」載せて全保護者への周知を心がけるようにしてきた。しかし、講演
会や懇談会に来られなかった家庭もあり、周知の徹底・意識の向上は難
しいのが現状である。今後も、学校からフィルタリングや情報モラル教
育について発信を継続し、各家庭で考えてもらう時間、機会を多くとっ
ていく必要がある。

⑤事故の未然防止と発生時
における職員相互連携によ
る迅速な対応

心・体力
つくり部会

坂井

　日頃から、登下校に関する安全指導を行っている。不審者や天候による危険性な
どについては、迅速に対応し、保護者への通知と児童への注意喚起を行ってきた。
下校時に寄り道をする児童や公園などで危険な行為をしているなど通報等があった
際には、複数の職員が出向き指導をするとともに、保護者にも連絡した。また、各学
級でルールの再確認をするなど学校全体で共通の指導を行っている。

安全指導の実施と
事故発生時の職員
相互連携による迅
速な対応を行って
いる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉓１００％
・児童⑰９８％
・保護者⑫９８％

・職員  ㉓１００％
・児童  ⑰９８％
・保護者⑫１００％

A Ａ Ａ

　下校の約束や児童玄関周辺・通学路に関する安全指導を日頃から継続
して行ってきた。また、交通安全や公共の場の使い方に関して、外部か
らの情報を得た時には、早急に職員が連携し、事実確認を行い指導をし
てきた。また、危険な行為に関しては、家庭へ連絡し事実報告と協力を
依頼し、安全に関する意識を高めてきた。今後も、学級活動や課外活動
の機会をとらえ、児童へ安全への声掛けと事故の未然防止に努めていき
たい。

◎

①学校研究の実践
（聴いて、考えて、つなげる授
業づくりの推進）

学びの基礎
づくり部会

松本

　前期は話を「聴く」ことに重点を置き、全職員で共通理解して取り組んだ。アンケー
ト調査の結果、前期では87％の児童が「あたたかな聴き方」を意識することができて
いた。今後、児童が友達の話を聴いて「なるほど！」「どうして？」を見つけられるよ
うにしていきたい。

研究主題の実現に
向けて共通実践を
積極的に行ってい
る

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉔９０％ ・職員  ㉔１００％
A A A

　聴いて、考えて、つなげる授業を全職員で共通して取り組むことがで
きた。友達の話を聴いて、「変身V」で反応することで、児童の授業態度
の基盤が整い学習への意欲が上がった。また、聴くことで自分の考えが
広がり深まったことを実感できるようになった。

②校内研修の充実
（外部指導者招聘、校内研究
会の活性化、外部研修への
積極的参加と還元等）

学びの基礎
づくり部会

松本

　情報教育研究大会が本校で行われることが決まっており、校内のICT環境の向上
を目指して、外部講師を招き、職員を対象としたタブレットや無線LANの基本的な使
い方の講習が行われた。また、指導主事要請訪問では、ICTを用いた体育科と総合
的な学習の時間の授業について検討を行った。今後、さらにICTを用いた授業の活
用を検討していく。

校内研修を通して、
授業力向上に取り
組んでいる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉕１００％ ・職員  ㉕１００％
A A A

  県視聴覚研究大会での本校の公開授業は、先進的な内容の授業として
参加者から高く評価された。その後もICTを積極的に取り入れた授業を展
開している。授業の導入で児童が正確に、時間をかけずに児童が問題を
つかむことができるようにするためには、ICTが有効である。また、書画
カメラで児童が操作活動をしている様子を大型テレビに映すこともでき
る。児童のねらいの達成のために、今後、有効な使い方を情報交換して
いく。

③校務分掌や担当の責任の
遂行

教　務
井上

　新しいメンバーや若手教員にも、周りの協力体制のもとに担当を分掌して組織的
に取り組んでいる。また、各取組の実践後には必ずふりかえりをし、来年度への申
し送りとして共通理解をしている。これからも昨年度の反省点を生かすと共に、新し
い視点で活動を見直すよう心がけ、後期の取組を進めていく。

学校参画意識と組
織の活性化に向け
た取組を積極的に
している

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉖１００％ ・職員  ㉖１００％
A A A

　全員が高い参画意識をもち、協力しあって校務に取り組んだ。働き方
改革やOJTの視点ももちながら、より効率的に取組を進めることができた
と実感できる1年だった。機能化システムの見直しを経て、新年度からも
チームワークを生かして取り組んでいくことを共通理解する。

④時間外勤務時間の縮減の
工夫 教　頭

宮本

　昨年より働き方改革の一環で時間外勤務の縮減に取り組んできた。４月は、前年
比-１６時間，５月・６月は、-１９時間と意識改革は進んでいる。しかし個別に見ると
時間外が多い教諭もいる。仕事量が減らない中での縮減は難しいが、勤務の効率
化を工夫し、更なる縮減を図りたい。

時間外勤務縮減の
取組を積極的にし
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉗７８％ ・職員  ㉗８６％
C B B

　４月～１月までの時間外勤務時間は、平均４１時間であった。前年同
時期の平均は、５２時間であり、実に平均１１時間の削減に成功してい
る。過労死ラインの８０時間を超える教職員は、ここ数ヶ月は０であ
り、教職員の意識改革が進んだ結果である。教職員が健康であること
で、子どもたちにベストな教育環境を創出できると考える。

①教育活動の積極的公開と
情報提供
（学校だより、学年だより、学
校ホームページ等）

教　頭
宮本

　保護者評価・職員評価も高評価であった。学校としては、ＨＰの更新、学校だより
の発行などに力を入れており、ＨＰ閲覧数も大幅に伸びている。各学年･学級だより
では、担任・学年で多少の差異はるが、学級の状況を努力して伝えている。それら
の結果がこの評価に繋がっていると考える、保護者・地域開かれた学校の観点から
も、更なる情報発信に努めたい。

学校・学年・学級だ
より、学校ホーム
ページ等を通して
学校情報を発信し
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉘１００％
・保護者⑬９６％

・職員  ㉘１００％
・保護者⑬９９％

A A A

　第２回目も保護者評価・職員評価も高評価であった。学校としては、
ＨＰ担当がタイムリーに記事を更新できている。日々閲覧数が伸びるの
は、毎日の給食や行事記事など継続した更新がなされているからであ
る。また、見やすい、興味をもちやすい学校だよりの発行を心がけてお
り高評価を頂いている。学年･学級だよりでは、各学年・担任が工夫して
学年・学級の状況を伝えている。それらの結果がこの評価に繋がってい
ると考える、保護者・地域開かれた学校の観点からも、更なる情報発信
に努めたい。

②ＰＴＡや公民館活動など家
庭と地域の連携

教　務
井上

　肯定評価がやや低いのは、１学期に地域人材を生かした活動がない学年があっ
たためだろう。例年多くの地域人材に活躍していただいているが、今年度は、「合唱
の集い」に向けて、地元の音楽家、仲谷響子さんに５年生の歌声づくりの指導に来
ていただいている。４年生の児童質問紙でも、地域の方や専門家が来てくれる学習
が好きだと答える児童の割合が高く、さらに地域との連携ができるとよい。１０月５日
（土）にPTA主催の「河井waiwai大作戦」が提案された。PTA各委員会が連携し、バ
ザーと子どもたちを楽しませるイベントを行う準備が進められている。

地域人材をいかし
た活動をしている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満）

・職員㉙７９％
・保護者⑭７７％
　

・職員  ㉙１００％
・保護者⑭６３％
　

C B B

　総合的な学習や道徳、音楽、生活科など様々な場面で地域の人材や教
育力を生かして授業や活動が行われ、職員の自己評価は１００％となっ
ている。PTAの親子行事や２年連続となったバザーの内容など、子どもた
ちの成長を願う保護者の積極的な働きかけもいただいて充実感のある１
年だった。保護者からの評価が低いことについては残念であるが、活動
内容や成果についての発信の仕方についてさらに工夫していくことを来
年度の課題としたい。

◎
③幼保小及び小中連携の推
進（情報交換による相互理
解,園児･児童･生徒の交流
活動の実施）

教頭
宮本

　幼稚園・保育園だよりや、中学校の学校便りを掲示し、連携やつながりの見える
化を継続していく。また、学校行事には、関係者を招待し、連携を深めてきた。幼保
小連携に関しては、１１月に学校コンサートを近隣の幼保の年長児を招いて実施す
る。また、３月には入学予定者の体験入学を行い、交流活動を深めていく。小中連
携に関しては、小中連絡会や計画訪問での相互参観を実施し、情報交換をした上
で子ども達のよりよい姿を求めて共通行動を揃えたり、方策を考えたりする。また、
中学校の入学説明会にも参加し、授業体験をしたり、説明を聞いたりしながら、交
流活動を深めていく。

幼保･中学校との
情報交換会、交流
活動、行動連携を
積極的に行ってい
る

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない（７０％未満） ・職員㉚ ８５％ ・職員  ㉚１００％

B A A

　来年度も幼・保・小、小・中・高連携を意図的に組み込みを連携を深
めていきたいと考えている。幼・保・小の連携では、毎月のお便り交
換・掲示によりお互いの情報を知ることができる。小学校行事への園
長・所長さんの臨席を願ったり、年長児との交流を図つている。児童の
情報交換も行い、常に意思疎通できる状態を継続していく。中高との連
携では、輪島中学校との授業相互参観、整理会の参加、主任との情報交
換会を継続して行い。また、輪島高校との合同あいさつ運動、高校教員
の授業参観要請など、中高との連携を深めていきたいと考える。

４．
教育指導
力と組織
力の向上

５．
開かれた
学校づくり
の推進と
連携

3．
健やかな
体と危機
管理の育
成


